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日
本
道
路
協
会
は
６
月
１５

日
、
東
京
都
港
区
の
発
明
会

館
で
第
７２
回
定
時
総
会
を
開

き
、
新
会
長
に
宮
田
年
耕
氏

任
さ
れ
た
。

宮
田
会
長
は

「当
協
会
は

１
９
４
７
年
の
発
足
以
来
、

社
会
経
済
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
。
諸
先
輩
が

１
０
０
年
先
の
未
来
を
見
据

え
て
残
し
て
く
れ
た
優
れ
た

示
方
書
改
訂
等
を
け
ん
引
し

た
会
長
職
２
年
間
を
振
り
返

り
、
会
員
の
協
力
に
謝
意
。

「暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
る

道
路
の
役
割
、
そ
し
て
当
協

会
の
役
割
は
今
後
、
益
々
大

き
い
」
と
話
し
た
。

坂
野
昌
弘
氏
が
同
橋
の
調
査

か
ら
補
修
方
針
決
定
ま
で
に

関
わ

っ
て
き
た
流
れ
、
採
用

Ｖ
Ｓ
Ｌ
協
会

（会
長
＝
田

中
茂
義

・
大
成
建
設
取
締
役

副
社
長
）
は
６
月
１２
日
、
東

京
都
新
宿
区
の
新
宿
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
で
２
０
１
８
年

度
の
総
会
を
開
い
た
。

田
中
会
長
は
懇
親
会
で
、

土
木

・
建
築
と
も
に
最
盛
期

と
比
べ
て
市
場
が
縮
小
す
る

中
、
建
設
業
に
携
わ
る
関
係

士
ピ
ー

・
エ
ス
、
震
災
復
興

道
路

・
吉
浜
釜
石
道
路
の
唐

丹
第
二
高
架
橋
工
事
に
お
け

る
土
木
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
貢
献
し
た
功
績
）
、

神
田
信
也
氏

（首
都
高
速
道

路
、
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

さ
れ
た
支
圧
接
合
型
の
新
型

ワ
ン
サ
イ
ド
ボ
ル
ト

（Ｔ
Ｒ

Ｓ
）
を
用
い
た

「疲
労
フ
リ

ー
鋼
床
版
」
の
研
究
開
発
、

実
証
実
験
の
結
果
、
性
能
評

価
等
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

廣
瀬
支
部
長
は
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
携
わ

っ
た

観
点
か
ら
、
同
橋
長
寿
命
化

者
が
活
力
を
得
る
た
め
に

も
、
最
新
の
技
術

・
工
法
等

功
績
）
、
林
真
弓

（萩
原

工

業
、

２
０
１
６
年

８
～

９

月
、
北
海
道
に
上
陸
し
た
台

風
被
害
を
受
け
た
国
道
３８
号

清
水
町
清
見
橋
の
復
旧
工
事

へ
の
貢
献
が
評
価
）
の
３
氏

が
受
賞
し
た
。

計
画
と
床
版
取
替
工
事
の
設

計
内
容
と
そ
の
意
義
に
つ
い

て
ま
と
め
た
。

で
刺
激
し
あ
う
こ
と
の
重
要

性
に
言
及
。

協
会
が
今
春
、
Ｖ
Ｓ
Ｌ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
技
術

者
な
ど
を
講
師
に
迎
え
て
開

催
し
た
技
術
講
演
会
に
も
触

出
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
を
目
指
し
て
、
２
０
１
４

年
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
は

点

検
、
調

査
、
診

断
、
設

計
、
工
事
、
機
材
、
材
料
、

商
社
な
ど
異
業
種
５．
社
が
参

画
し
、　
一
体
で
の
取
り
組
み

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

発
注
者
の
ニ
ー
ズ
と
企
業
の

持
つ
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
機
会
を
設
け
、
海
外
か
ら

の
技
術
者
受
け
入
れ
、
技
術

紹
介
な
ど
も
行

っ
て
い
る
と

い
う
。
会
長
は
大
塚
久
哲
九

州
大
学
名
誉
教
授
、
事
務
局

は
Ｋ
Ｍ
Ｃ

（兵

庫

県

西

宮

市
）
内
。

れ
た
上
で
い
「国
内
外
の
技

術
の
粋
を
集
め
て
、
我
々
な

り
の
新
設

・
保
全
の
新
し
い

提
案
を
行

っ
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

淀
川
大
橋
床
版
取
替
を
特
集

り
ベ
ア
会

定
例
会
を
開
催

リ
ペ
ア
会
は
第
２０
回
と
な

る
定
例
会

（近
畿
支
部

担

当
）
を
６
月
１４
日
、
大
阪
市

北
区
梅
田
の
毎
日
イ
ン
テ
シ

オ
で
開
い
た
。

近
畿
支
部
長
の
廣
瀬
彰
則

氏

（
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

国
土
イ
ン
フ
ラ
事
業
部
技
師

長
）
は
冒
頭
、
「近
畿
建
設

関
係
の
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
り
圧
倒
的
な
存
在
感
で

あ
る

『
国
道
２
号
淀
川
大
橋

床
版
取
替
そ
の
他
工
事
』
を

今
回
の
テ
ー
マ
に
し
た
。
講

演
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

知
識
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
。
予
想
通
り
、
１
２
０

人
以
上
に
参
集
い
た
だ
き
感

謝
す
る
」
と
述
べ
た
。〈
バ
長
の

大
塚
久
哲
氏

（九
州
大
学
名

誉
教
授
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、

国
道
２
号
淀
川
大
橋
の
床
版

取
替
工
事
に
つ
い
て
４
つ
の

特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
ま
ず
、
国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局
道
路

部
道
路
工
事
課
長
の
藤
本
昭

彦
氏
が
、
国
内
初
め
て
の
契

約
と
な
る

「技
術
提
案

・
交

渉
方
式

（設
計
交
渉

・
施
工

タ
イ
プ
と

に

つ
い
て
、
導

入
の
背
景
、
契
約
者
決
定
ま

で
の
流
れ
な
ど
を
解
説
。

同
局
大
阪
国
道
事
務
所
総

括
保
全
対
策
官
の
奈
良
明
彦

氏
は
、

９２
年
の
歴
史
を
持
つ

淀
川
大
橋
の
概
要
、
事
例
の

少
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

鋼

へ
の
床
版
取
替
の
工
事
概

要
等
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

続
い
て
関
西
大
学
教
授
の

田
中
会
長
「技
術
集
め
提
案
」

Ｖ
Ｓ
Ｌ
協
会
が
総
会

明
治
神
宮

の
神

橋

（写

真
）
は
神
域
の
精
神
性
と
い

う
よ
り
、
景
観
造
り
の

一
環

云
々
と
い
う
前
回
記
事
を
ご

覧
に
な

っ
た
神
宮
の
広
報
調

査
課

。
福
徳
美
樹

さ
ん
か

ら
、
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を

い
た
だ
い
た
。

「当
神
宮
境
内
の

『橋
』

の
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
が

護
国
寺
か
ら
　
６

ら
そ
の
宗
教
的

・
精
神
的
な

意
味
合
い
に
つ
い
て
文
献
と

し
て
残

っ
て
い
る
も
の
は
、

私
の
見
た
限
り
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

た
だ
、
だ
か
ら

と

言

っ

て
、
そ
う
い
っ
た
意
味
が
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
存
じ
ま
す
。

事
実
、
南
参
道
に
架
か

っ

て
い
る
神
橋
を
境
に
、
年
に

２
回
の
大
祓
（お
お
は
ら
え
）

宮 田づ

(左)谷口名 誉 会 長

リペ ア会 定例 会 の会 場 風 景

田中会 長 坂 野教 授

廣瀬 支 部 長
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